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(百万円未満切捨て)

１．平成24年12月期第３四半期の連結業績（平成24年１月１日～平成24年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年12月期第３四半期 8,540 20.7 1,067 283.2 1,084 302.1 1,038 474.4
23年12月期第３四半期 7,077 3.8 278 ― 269 ― 180 ―

(注) 包括利益 24年12月期第３四半期 1,100百万円( ―％) 23年12月期第３四半期 △8百万円( ―％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

24年12月期第３四半期 37.44 ―
23年12月期第３四半期 6.43 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

24年12月期第３四半期 17,703 13,957 78.8
23年12月期 18,353 13,433 73.2

(参考) 自己資本 24年12月期第３四半期 13,945百万円 23年12月期 13,429百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年12月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00
24年12月期 ― 5.00 ―

24年12月期(予想) 5.00 10.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．平成24年12月期の連結業績予想（平成24年１月１日～平成24年12月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,000 12.7 1,600 85.7 1,610 88.2 1,560 61.7 55.98

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



  

 

     

   

   

   

   

   

   

 

 
 

 
  

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年12月期３Ｑ 29,000,000株 23年12月期 29,000,000株

② 期末自己株式数 24年12月期３Ｑ 2,003,520株 23年12月期 1,075,595株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年12月期３Ｑ 27,730,174株 23年12月期３Ｑ 28,104,381株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開
示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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（事業環境） 

 当第３四半期連結累計期間の我が国経済は、エコカー補助金などの政策効果や復興需要などにより回

復の動きが見られたものの、欧州債務問題をめぐる不確実性が依然として高く、為替水準も円高のまま

推移するなど、先行き不透明ななかで推移してまいりました。 

（受注高、売上高および受注残高の状況） 

このような事業環境のなか、当社グループの第３四半期連結累計期間の受注高は103億９千３百万円

（前年同期比28.5％増）となりました。売上高につきましては、期首受注残をほぼ計画どおり生産でき

たことなどから85億４千万円（前年同期比20.7％増）となり、受注残高は55億５千６百万円（前年同期

比31.6％増）となりました。 

（損益の状況） 

 損益面につきましては、生産がほぼ計画どおり進捗したことに加え、コスト管理の徹底や商品の高付

加価値化に努めた結果、営業利益は10億６千７百万円（前年同期比283.2％増）、経常利益は10億８千

４百万円（前年同期比302.1％増）、また四半期純利益は10億３千８百万円（前年同期比474.4％増）と

なりました。 

なお、当社グループでは、インド地域における当社製品の販売および特注試験装置の保守サービスの

提供等を目的として、インド共和国ハリヤナ州グルガオンにオノソッキインディア（Ono Sokki India

Pvt.,Ltd. 資本金３千万インドルピー、代表取締役 峯清士）を設立し、平成24年９月１日より営業

を開始いたしました。また、中華人民共和国における当社製品の販売拡大および特注試験装置の保守サ

ービスの充実等を目的として、上海市に上海小野測器測量技術有限公司（Ono Sokki Shanghai

Technology Co.,Ltd. 資本金３百万人民元、総経理 沼田肇、平成24年10月29日業務開始予定）を設立

し、開業準備を進めております。 

セグメント別の業績は、次のとおりであります。  

＜計測機器＞ 

「計測機器」におきましては、受注高が33億６千２百万円（前年同期比4.5％増）、売上高が32億２

千４百万円（前年同期比3.9％増）となりました。製品群別の概況では、回転・速度計測機器、寸法・

変位計測機器、自動車性能計測機器は、国内生産の回復などから緩やかな拡大基調となり、トルク計測

機器は前年同期とほぼ同水準となりました。音響・振動計測機器については、静穏化・効率化のための

開発・実験向け解析装置等の伸びがありました。また、前連結会計年度から投入した新製品の販売が拡

大したこと等により収益性が改善した結果、営業利益は２億９百万円（前年同期比17.4％増）となりま

した。 

＜特注試験装置及びサービス＞ 

「特注試験装置及びサービス」におきましては、自動車業界関連を中心とした開発投資に回復傾向が

見られ、受注高は70億２千１百万円（前年同期比45.7％増）となりました。売上高につきましては、期

首受注残をほぼ計画どおり生産できたことなどから、53億６百万円（前年同期比35.2％増）となりまし

た。損益面につきましては、生産の進捗により損益分岐点を大きく越えたこと、全ての案件で仕様を明

確化し、計画との差異の発生を抑える取組みを継続したこと、またソフトウエアを含む付加価値の高い

案件の比率が大きかったこと等が貢献し、営業利益は８億５千６百万円（前年同期比735.6％増）とな

りました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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＜その他＞ 

「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理業務および当

社が所有する土地・建物の管理業務を行っております。 

当区分の外部顧客に対する売上高は８百万円(前年同期比81.7％減)、営業損失は０百万円(前年同期

は９百万円の営業損失)となりました。前年同期には、同区分に属する子会社として、労働者派遣業務

を主たる業務とするユーテック（株）がありましたが、平成23年６月に解散いたしました。その影響に

より、売上高は前年同期比で減少しましたが、営業損失はほぼ解消されました。 

  

（参考）セグメント別の受注実績及び売上実績並びに営業利益実績 

 
(注) １  セグメント間の取引については相殺消去しております。 

２ 上記金額は消費税等を含んでおりません。 

 
(注) １ セグメント間の取引については相殺消去しております。 

２ 上記金額は消費税等を含んでおりません。 

 
(注) １ セグメント間の取引については相殺消去しております。 

２ 上記金額は消費税等を含んでおりません。 

  

  受注実績 （単位：百万円）

セグメントの名称
前第３四半期
連結累計期間

当第３四半期
連結累計期間

増減（金額） 増減（比率）

計測機器 3,218 3,362 143 4.5%

特注試験装置及びサービス 4,819 7,021 2,202 45.7%

その他 49 8 △40 △81.7%

合計 8,087 10,393 2,305 28.5%

  売上実績 （単位：百万円）

セグメントの名称
前第３四半期
連結累計期間

当第３四半期
連結累計期間

増減（金額） 増減（比率）

計測機器 3,103 3,224 120 3.9%

特注試験装置及びサービス 3,925 5,306 1,381 35.2%

その他 49 8 △40 △81.7%

合計 7,077 8,540 1,462 20.7%

  営業利益実績（△損失） （単位：百万円）

セグメントの名称
前第３四半期
連結累計期間

当第３四半期
連結累計期間

増減（金額） 増減（比率）

計測機器 178 209 30 17.4%

特注試験装置及びサービス 102 856 753 735.6%

その他 △9 △0 8 -

（調整額） 6 2 △4 △62.7%

合計 278 1,067 789 283.2%
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当第３四半期連結会計期間の、総資産は177億３百万円となり、前連結会計年度と比べ６億４千９百

万円の減少となりました。主な内訳は、現金及び預金の増加、売掛金の減少、たな卸資産の増加による

ものであります。負債は37億４千６百万円となり、前連結会計年度と比べ11億７千４百万円の減少とな

りました。主な内訳は、買掛金の減少、社債の償還、長期借入金の全額返済による減少であります。ま

た、純資産は139億５千７百万円となり、前連結会計年度と比べ５億２千４百万円の増加となりまし

た。主な内訳は、四半期純利益の計上による増加、自己株式の取得による減少であります。 

当第３四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

<営業活動によるキャッシュ・フロー> 

営業活動によるキャッシュ・フローは、25億３千４百万円の増加となりました。収入の主な内訳は、

税金等調整前四半期純利益の計上10億７千万円、売上債権の減少額16億３千９百万円であり、支出の主

な内訳は、たな卸資産の増加額３億７千２百万円、仕入債務の減少額３億２千２百万円であります。 

 前年同四半期と比較すると、25億４百万円の収入の増加となりました。 

<投資活動によるキャッシュ・フロー>  

投資活動によるキャッシュ・フローは、１億１千万円の支出となりました。支出の主な内訳は、有形

固定資産の取得による支出１億５千５百万円であり、収入の主な内訳は、保険積立金の解約による収入

４千７百万円であります。 

 前年同四半期と比較すると、１千３百万円の支出の減少となりました。 

<財務活動によるキャッシュ・フロー> 

財務活動によるキャッシュ・フローは、17億７千３百万円の支出となりました。主な内訳は、長期借

入金の全額返済10億円、社債の償還２億円、自己株式の取得額２億９千８百万円、配当金の支払額２億

７千３百万円であります。 

 前年同四半期と比較すると、９億５千２百万円の支出の増加となりました。 

以上の結果、現金及び現金同等物は、前連結会計年度に比べ６億４千７百万円増加し、当第３四半期

連結累計期間には28億１千５百万円となりました。 

  

当第３四半期連結累計期間につきましては、４月以降に減速感が見られるものの、第１四半期の業績

が好調であったこと、また、コスト管理の徹底や商品の高付加価値化等により収益性が安定したこと等

により、営業利益、経常利益、四半期純利益のいずれも第２四半期決算発表時に公表した業績予想の想

定内で進捗しております。 

通期予想につきましても、欧州債務問題や円高の影響など、依然として不透明な環境が続くと考えら

れるものの、第３四半期連結累計期間末における受注残高の状況等から、第２四半期決算発表時に公表

した業績予想に変更はありません。 

なお、当社グループでは、インド地域における当社製品の販売および特注試験装置の保守サービスの

提供等を目的として、インド共和国ハリヤナ州グルガオンにオノソッキインディア（Ono Sokki India

Pvt.,Ltd. 資本金３千万インドルピー、代表取締役 峯清士）を設立し、平成24年９月１日より営業

を開始いたしました。また、中華人民共和国における当社製品の販売拡大および特注試験装置の保守サ

ービスの充実等を目的として、上海市に上海小野測器測量技術有限公司（Ono Sokki Shanghai

Technology Co.,Ltd. 資本金３百万人民元、総経理 沼田肇、平成24年10月29日業務開始予定）を設立

し、開業準備を進めております。両社の当期連結業績への影響は、軽微であります。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

(注)第２四半期連結会計期間より、新たに設立したオノソッキインディア（Ono Sokki India

Pvt.Ltd. 資本金３千万インドルピー、代表取締役 峯清士、平成24年９月１日営業開始）を連結の範

囲に含めておりますが、特定子会社ではありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,168 2,815

受取手形及び売掛金 3,514 2,096

商品及び製品 376 397

仕掛品 915 1,248

原材料及び貯蔵品 388 407

繰延税金資産 174 187

その他 141 95

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 7,678 7,248

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,042 3,917

土地 5,069 5,069

その他（純額） 506 434

有形固定資産合計 9,618 9,421

無形固定資産 67 52

投資その他の資産   

投資有価証券 718 775

従業員に対する長期貸付金 2 2

繰延税金資産 49 33

その他 220 170

貸倒引当金 △0 －

投資その他の資産合計 989 981

固定資産合計 10,675 10,455

資産合計 18,353 17,703

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,564 1,243

1年内返済予定の長期借入金 333 －

1年内償還予定の社債 200 －

未払法人税等 39 32

賞与引当金 22 195

災害損失引当金 21 18

その他 506 688

流動負債合計 2,688 2,178
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

固定負債   

長期借入金 666 －

退職給付引当金 1,314 1,356

役員退職慰労引当金 157 153

環境対策引当金 15 15

その他 76 42

固定負債合計 2,231 1,567

負債合計 4,920 3,746

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,134 7,134

資本剰余金 2,293 2,293

利益剰余金 4,985 5,746

自己株式 △571 △869

株主資本合計 13,842 14,304

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △319 △261

為替換算調整勘定 △93 △97

その他の包括利益累計額合計 △412 △358

少数株主持分 3 11

純資産合計 13,433 13,957

負債純資産合計 18,353 17,703
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書
 第３四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 7,077 8,540

売上原価 3,736 4,193

売上総利益 3,341 4,346

販売費及び一般管理費 3,062 3,279

営業利益 278 1,067

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 14 13

賃貸収入 10 11

助成金収入 4 －

その他 7 29

営業外収益合計 37 54

営業外費用   

支払利息 12 7

社債利息 1 0

売上割引 15 17

支払手数料 8 10

その他 7 2

営業外費用合計 46 37

経常利益 269 1,084

特別利益   

固定資産売却益 － 0

貸倒引当金戻入額 0 －

特別利益合計 0 0

特別損失   

退職給付制度終了損 － 12

固定資産除却損 0 0

災害による損失 29 －

投資有価証券評価損 30 1

特別損失合計 60 13

税金等調整前四半期純利益 209 1,070

法人税、住民税及び事業税 27 22

法人税等調整額 1 2

法人税等合計 29 24

少数株主損益調整前四半期純利益 179 1,046

少数株主利益又は少数株主損失（△） △0 8

四半期純利益 180 1,038
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 四半期連結包括利益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 179 1,046

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △179 57

為替換算調整勘定 △9 △4

その他の包括利益合計 △188 53

四半期包括利益 △8 1,100

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △9 1,092

少数株主に係る四半期包括利益 0 8
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日
 至 平成23年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日
 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 209 1,070

減価償却費 399 371

賞与引当金の増減額（△は減少） 28 173

退職給付引当金の増減額（△は減少） 56 41

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 12 △4

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0

受取利息及び受取配当金 △14 △13

支払利息及び社債利息 14 7

売上債権の増減額（△は増加） △223 1,639

たな卸資産の増減額（△は増加） △447 △372

仕入債務の増減額（△は減少） 280 △322

未払消費税等の増減額（△は減少） △23 △49

その他 △128 △60

小計 163 2,481

利息及び配当金の受取額 14 13

利息の支払額 △21 △13

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △126 53

営業活動によるキャッシュ・フロー 29 2,534

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △120 △155

無形固定資産の取得による支出 △1 △4

保険積立金の解約による収入 － 47

その他 △1 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △123 △110

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △333 △1,000

社債の償還による支出 △400 △200

自己株式の純増減額（△は増加） △85 △298

配当金の支払額 △0 △273

その他 △1 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △820 △1,773

現金及び現金同等物に係る換算差額 △8 △3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △923 647

現金及び現金同等物の期首残高 2,906 2,168

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,982 2,815
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 該当事項はありません。 

  

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年９月30日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理業務および当社が所

有する土地・建物の管理業務、労働者派遣業を行っております。 

２  セグメント利益の調整額６百万円は、セグメント間取引消去であります。 

３  セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

４  「その他」の区分のうち、労働者派遣業を行っておりましたユーテック（株）につきましては、平成23年６

月に解散し、平成23年10月26日に清算が結了いたしました。 

  

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理業務および当社が所

有する土地・建物の管理業務を行っております。 

２  セグメント利益の調整額２百万円は、セグメント間取引消去であります。 

３  セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

第３四半期連結累計期間において、平成24年５月10日および平成24年８月６日開催の取締役会決議

に基づき、自己株式920,000株を２億９千５百万円で取得いたしました。これにより、当第３四半期

連結会計期間における自己株式数および金額は単元未満株式の取得分と合わせて2,003,520株、８億

６千９百万円となりました。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

(単位：百万円)

報告セグメント
その他

(注)１、４
合計

調整額 
(注)２

四半期連
結損益計 
算書計上 
額(注)３計測機器

特注試験
装置及び 
サービス

計

売上高

  外部顧客への売上高 3,103 3,925 7,028 49 7,077 ― 7,077

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― ― ― 131 131 △131 ―

計 3,103 3,925 7,028 180 7,209 △131 7,077

セグメント利益又は 
セグメント損失（△）

178 102 280 △9 271 6 278

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連
結損益計 
算書計上 
額(注)３計測機器

特注試験
装置及び 
サービス

計

売上高

  外部顧客への売上高 3,224 5,306 8,531 8 8,540 ― 8,540

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― ― ― 98 98 △98 ―

計 3,224 5,306 8,531 107 8,638 △98 8,540

セグメント利益又は 
セグメント損失（△）

209 856 1,065 △0 1,065 2 1,067

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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